
環境教育の視点からの南極授業
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先生方
教材作り、楽しんでますか？
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ミラノ日本人学校（2014～2017）
宇都宮市立宝木小学校
壬生町立藤井小学校



第63次南極地域観測隊夏隊に同行し、
昭和基地から中継で授業を行う

国立極地研究所，公益財団法人日本極地研究振興会が主催し，文部科学省と連携

児童生徒や一般国民に向けて

南極に関する理解向上
様々な情報発信

子どもの世界を広げ

を持つ子供が
増えるはずだ。

国立極地研究所
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NASA's Goddard Space Flight Center Scientific Visualization Studio
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南極氷床の変化をどうやってしらべるか？

重力測定衛星
GRACE

地球の重力分布

重力

地球

氷床

地球

重力変化から氷の量がわかる！
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① 南極の地面が温かくなって、
氷をとかしているのではないか？

② 南極の気温が上がって、
氷がとけているのではないか？

③ 南極の氷が海に流れ出すスピードが速くなって
いるのではないか？

④ 南極で氷ができるスピードが遅くなって
いるのではないか？
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③ 南極の氷が海に流れ出す
スピードが速くなっている

のではないか？
24



25



-25

-20

-15

-10

-5

0

5

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

昭和基地の年間の平均気温

60年前

30年前

昨年

（℃）)

（月）)
26



-25

-20

-15

-10

-5

0

5

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

昭和基地の年間の平均気温

60年前

30年前

昨年

（℃）)

（月）)
27



南極氷床の変動メカニズム

降雪

海洋

基盤

カービング

棚氷の底面融解

氷の流動
融解

氷の変化 = 降雪 - (カービング + 底面融解)
図：北海道大学 低温科学研究所 杉山慎先生



南極氷床の質量損失メカニズム

カービング

底面融解

氷の流れ

流れ込んでくる氷がカービング・底面融解とバランス

図：北海道大学 低温科学研究所 杉山慎先生





南極氷床の質量損失メカニズム

③カービング増加

②底面がとける

④氷が加速

海洋の温暖化 ⇒ 棚氷の融解・崩壊 ⇒ 氷の加速?

①水温が上がる

図：北海道大学 低温科学研究所 杉山慎先生
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５５０ｍ
およそ
宇都宮タワー６本分！！

１５時間かけて
ゆっくりあなをあけていく
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南極 かんそくたい
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（ ）のいないところで
（ ）のことをしらべている



南極 かんそくたい
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（人間）のいないところで
（地球）のことをしらべている
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Q:環境保全の金重隊員が持っている袋の中身は何？
１．観測隊員のうんち （青） ２．建物からでた廃棄物（赤）
３．発電機の燃料のカス（橙） ４．南極の隕石（緑）
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南極 かんそくたい

43

地球ってこうだったんだ！



南極 かんそくたい

地球ってこうだったんだ！

観測を続けていくと 変化がわかる
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かんそく つづ へんか



南極 かんそくたい

地球の未来を考える

観測を続けていくと 変化がわかる

地球ってこうだったんだ！
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かんそく つづ へんか

ちきゅう みらい かんが



南極 かんそくたい

地球の未来を考える

観測を続けていくと 変化がわかる

地球ってこうだったんだ！
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かんそく つづ へんか

ちきゅう みらい かんが



先生たち
教材作り、楽しんでますか？
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最先端の環境教育を
地球温暖化の研究の最前線から伝える
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南極観測隊に同行して



GIGAスクール構想 ICTの活用
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自然の事物・現象から
子どもたちに感動を！


